
甘

議
案
第
<
十
九
号

三
朝
町
老
人
憩
の
家
の
設
塗
及
び
管
理
に
周
す
る
条
例
9
制
定
に
つ
い
て

ー

次
e
と
お
旦
二
朝
町
老
人
憩
の
家
の
設
置
及
び
管
E
･
t
T
に
関
す
る
真
禦
小
品
琵
す
る
こ
と
に
つ
い
て
r
地
方

自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
爵
一
項
の
轟
転
に
よ
カ
､
本
議
岳
の
議
誓
岬
壷

㊨
芝
｡
昭
和
四
十
七
年
九
月
十
八
日

三

朝

町

長

　

　

坂

　

　

出

　

　

雅

　

　

己

腿
和
E
)
捨
七
年
九
月
廿
弐
日
原
嚢
可
決

(

　

　

　

　

　

　

　

　

三

朝

町

或

金

銭

長

牧

田

禎
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一

三
朝
町
条
例
衰

号ー

∴

　

■

滋

　

∴

筋｣

　

.

.

三
朝
町
老
人
憩
の
家
の
設
漣
及
び
管
理
に
管
す
る
条
例

へ
t
z
n
　
的
)

第
7
条
　
と
の
条
列
は
'
/
地
方
自
治
法
(
唱
和
二
十
二
年
凄
得
讐
ハ
十
七
号
)
第
三
ヨ
四
十
E
M
J
-
つ
土

第
7
項
の
規
定
に
華
つ
き
､
三
朝
町
老
人
畳
む
家
(
以
下
｢
老
人
訳
の
家
｣
と
i
･
ぅ
｡
)
9
.
;
警
1
｣
及

び
管
理
に
廃
し
必
要
な
事
項
を
壌
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
故
　
健
)

壁
-
衆
　
老
人
に
対
し
て
健
全
を
弟
の
場
を
与
え
へ
老
人
の
数
薫
?
同
上
､
心
身
6
)
粟
康
の
讐
宗
､
老

人
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
'
F
次
の
七
お
り
老
人
憩
の
家
壱
設
賢
す
る
O

l

　

名

　

称

　

　

三

朝

町

華

人

苛

の

家

･
I

二
　
嶺
　
轟
　
　
三
朝
町
大
字
山
田
六
百
八
番
地
･

(

管

　

理

)

　

　

　

　

　

　

　

　

1

撃
二
条
　
町
長
吐
'
老
人
憩
の
家
の
設
健
の
目
的
の
効
率
的
夜
運
用
を
図
る
た
め
t
J
常
把
良
好
な
状
態

に
お
S
て
管
理
し
を
け
れ
ば
怒
ら
衣
い
｡

(
使
　
用
)
I

弟
四
条
　
老
人
急
の
家
を
使
用
し
ょ
う
と
す
る
音
吐
へ
あ
ら
か
じ
め
町
長
の
東
経
を
受
け
な
け
れ
ば
な

/

"

ヽ



ち
な
S
｡

之
　
町
長
結
､
老
人
憩
の
家
を
使
用
す
る
者
が
公
共
の
秩
序
及
び
風
俗
を
み
だ
し
公
益
を
寄
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
､
使
用
の
承
認
を
せ
ず
､
又
持
ノ
,
(
,
h
言
f
f
i
指
し
す
る
^
.
1
と
が
守
き
l
r
･
0

㌢
　
町
内
に
任
所
を
有
し
を
h
者
で
､
六
十
才
に
璃
た
た
h
警
二
′
 
-
遥
E
E
=
は
認
め
改
h
o
た
に
し
､

町
長
が
や
む
を
得
を
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
､
と
の
隈
彰
で
な
S
.

(使用料)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

第
五
条
　
老
人
憩
の
･
家
の
使
用
に
つ
S
て
は
'
別
表
の
俊
伺
料
を
莞
収
す
る
b
左
だ
し
､
町
黄
が
必
葦

と
聴
め
る
と
き
は
'
沸
教
も
し
く
は
免
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
か
.

(
管
理
の
寄
託
)

誇
六
条
　
町
虜
吐
'
老
人
恩
の
家
の
施
設
設
備
の
保
全
匁
び
使
用
に
隣
す
る
事
務
を
三
朝
町
社
会
福
嘘

協
議
会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
?

′

(

規

則

へ

の

委

任

)
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第
七
条
　
と
の
条
例
に
定
め
る
も
の
9
ほ
か
､
必
賓
改
事
項
吐
､
競
別
で
定
め
る
｡
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･
こ
の
轟
例
比
､
昭
和
四
十
七
年
十
∴
月
7
日
か
ら
施
行
す
､
る
.
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